
事業名 平成 26年度能登キャンパス国際化促進事業 

活

動

形

態 

開催場所 輪島市、珠洲市、穴水町、能登町 

活動人数 13名 

期間 平成 26年 6月 10日～平成 27年 3月 31日 

活動概要 ＜奥能登における留学生研修ならびに地域交流の促進＞ 

【スタディ・ツアー】 

  日程：平成 27年 3月 4日（水）～5日（木） 

  場所：能登町、珠洲市 

  参加学生：13名（ソロモン諸島、タンザニア、ミャンマー、マレーシア、 

ドイツ、中国、ベトナム、タイ） 

 

  1日目は「里海」をテーマに、能登町小木地区を訪問し、地元の小学生 6名を

案内人として地域を歩き、地元漁師の仕事見学などを実施。2 日目は「里山」を

テーマに、珠洲市吉ヶ池地区を訪ね、自然を上手に活用した地元の生業を見学し、

地元住民と餅つきを行った。 

 

［1日目］ 能登町小木地区 

・のと海洋ふれあいセンターで海藻採集体験と試食 

・地元小学生と小木港周辺の散策、漁師の仕事見学、地元里山材を使った木工

体験 

［2日目］ 珠洲市吉ヶ池地区 

・原木しいたけ栽培見学 

・餅つき体験、お米の食べ比べなど地元住民と交流 

・山菜栽培の見学 

・竹炭塩小屋の見学 

 

＜能登を訪れる海外からの研究者の調査ならびに地域交流の促進＞ 

 フィリピンのイフガオ州大学長を能登に招き人材養成をテーマにスピーチと

交流（10月 11日・珠洲市の金沢大学能登学舎）を行うとともに、能登里山里海

マイスター育成プログラムの修了式に招き、イフガオで取り組んでいる人材養成

との連携との連携などスピーチをいただいた。また、地域の方々との意見交換も

行った。 

能登をテーマにしたワークショップ開催のため、コロンビア大学で打ち合わせ                     

（2月 22－27日・コロンビア大学）中村浩二特任教授がコロンビア大学日本文学

のハルオ・シラネ教授らを訪ね、能登ワークショップについて開催日など打ち合

わせ。  


